
令和４年度 小・中学校教育課程研究協議会 

社会科における学習評価（小学校） 
～「指導と評価の一体化」を実現し、「主体的に学習に取り組む態度」を育成する社会科指導～ 

 

１ 指導と評価の一体化 

指導と評価の一体化を実現するために、以下のことに留意して指導と評価を計画・実施していきます。 

 

２ 内容のまとまり（単元）における評価のイメージ 
 導入 第一次 第二次 まとめ 
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

知識・技能  ● ●    ●〇  
思考・判断・表現 ●    ●○ ●〇   

主体的に学習に取り組む態度 ●〇   ●    ●〇 

●…評価を指導・学習改善に生かす場面 〇…評価を記録に残す場面 

 

 評価においては、内容のまとまりごとの評価規準を作成するとともに、児童の学習状況を評価する場

面を計画し、記録に残していく場面を精選することが大切です。 

 

【「主体的に学習に取り組む態度」の評価について】 

 「粘り強い取り組み」を行おうとしている側面と、その中で「自らの学習を調整」しようとする側面

を評価する。（実際の場面では一体的に見取ることもあります。） 

 それらは「主体的に問題解決しようとする態度」「よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生

かそうとする態度」として見取ることができます。 

 

＜評価例＞単元名：事故や事件から人々の安全を守る（全 8時間） 
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

主体的に学習に取り組む態度 ●〇   ●    ●〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「指導・学習改善のための評価」と「記録に残す評価」の両面を実施すること。 

◎ 「内容のまとまり（単元）」ごとに評価規準を設定すること。 

（すべての単位時間で「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３

観点を評価するわけではありません。）  

◎  社会科においては、学習指導要領に示された「内容のまとまり」は複数の内容に分かれ、その

内容ごとに単元を構成するものがほとんどあり、単元ごとに単元構成や学習過程に沿った具体的

な評価規準を作成していくこと。   

【評価を指導改善・学習改善に生かす】 

 単元の後半に入り、新たな課題を見つ

けられない児童に助言したり、単元の終

末に学習を整理できない児童に、これま

でのノート（抽出児童）を提示したりし

て「主体的に問題解決しようとする態

度」を育てる。 

【評価を記録に残す】 

前単元を振り返り、

本単元の予想や学習の

計画を立てている「主

体的に問題解決しよう

とする態度」を記録す

る。 

【記録に残す評価】 

 学習したことを基に自

分に出来ることを考えて

いる「よりよい社会を考

え学習したことを社会生

活に生かそうとする態

度」を記録する。 

＜指導・学習改善の例＞ 

◎ 教師による行動観察や児童による自己評価等を参考にしながら行う。 

・ 導入時に、抽出した生徒の前時のまとめや振り返りを紹介し、課題解決の見通しをもつこと

や、自身の学習を振り返ることにつなげる。 

・ 資料を修正、精選し、課題解決に結び付けやすいようにする。 

・ 仲間との交流の時間を増やしたり、発問の言葉やタイミングを修正したりし、児童の学習意欲

が継続したり、粘り強く、調整しながら学習を進められるようにしたりする。 



令和４年度 小・中学校教育課程研究協議会 

「学ぶ喜び」につながる指導と評価の一体化 
～社会科の資質・能力を育むことを目指し、「学ぶ喜び」につながる観点別の具体的な事例～ 

１ 知識・技能 

【学習問題を追究する】段階の「調査・見学したり資料を活用したりして調べる場面」において、ノ

ートの記述内容や発言内容を通して評価した。 

〈単元名「廃棄物を処理する事業」第４学年内容（２）〉 

 
２ 思考・判断・表現 

【まとめる】段階の記述内容から「日本の農業の現状を改善することについて、学習したことを基に、

生産者や消費者の立場などから多角的に考え説明しているか」を評価した。 

〈単元名「米づくりのさかんな地域」第５学年内容（２）〉 

 
３ 主体的に学習に取り組む態度 

【導入】段階の記述内容から、「前単元で立てた追究過程を振り返り、予想や学習計画を立て、解決の

見通しをもっているか」を評価した。 

〈単元名「事故や事件から人々の安全を守る」第３学年内容（３）〉 

 

〔評価規準〕（第３、４時） 

ノートや見学カードへの記述内容から、必要な情報

を集め、読み取り、燃えるごみを処理する仕組みなど

について理解している。 

Ｕ児の見学カードには燃えるごみが処

理される仕組みや順番について見学に行

って見たり聞いたりした内容が事項ごと

に具体的に記述されていた。「おおむね満

足できる」状況（B）と判断した。 

Ｍ児の見学カードには、見学場所の様

子は記述されているものの、燃えるゴミ

を処理する仕組みや順番については断片

的な記述にとどまることから「努力を要

する」状況（C）と判断した。 

〔Ｕ児の見学カード〕 

①ごみ計量器について 

②プラットホームについて 

③ごみピットとごみクレーン

について 

④焼却炉について 

〔Ｍ児の見学カード〕 

・プラットホーム 

・ごみを処理する場所 

・ごみピット 

・クレーンがかっこよかっ

た 

〔評価規準〕（第１０、１１時） 

日本の農業の現状を改善することについて、学習したことを基に、

生産者や消費者の立場などから多角的に考え、説明している。 

〔Ｉ児が書いた文章〕 

農業での少子高齢化や後継者不足、

消費者の食事の洋風化によって米の生

産量や消費量が減っていて、米が日本

で作られなくなるのではないかと心配

されています。人手不足を解消するた

めのスマート農業が進んでいます。機

会を家からスマホで操作できるので高

齢者も一人で農業ができるので農業す

る人が将来増えればいいなと思いま

す。（中略）団体で農業すると機械が買

えるなど大規模な農業ができます。人

手不足などの課題を乗り越えて農業が

楽にできるようになるので農業する人

が増えてくれたらいいなと思います。 

〔Ｊ児が書いた文章〕 

わたしは消費者に買ってもらえる

ために工夫をすればするほど農家に

負担がかかり、ただでさえ後継者が

いなくて高齢化になってきていて、

やめてしまう人が増えると思いま

す。そうすると問題がさらに深刻に

なってきます。そうならないために

も（中略）スマート農業を使うこと

ができると思います。負担が少なく

なるし熟練者の技術も分析している

ので農業をやってみたくなる人も増

えるのではないかと思いました。反

面そのような機械などはとても高額

です。だから費用の貸し出しなどの

取組も大切だと思います。 

 

Ｉ児は、日本の米づくり

に関わる社会の仕組みと

そこに見られる社会の課

題を捉えた上で、米づくり

が抱える課題の影響を見

いだしている点、新たな取

組を進める人々の取組が

社会の課題のどのような

点を改善するのかを考え

ている点から、「おおむね

満足できる」状況（B）を判

断した。 

Ｊ児は、Ｉ児における点

を踏まえ、さらに米づくり

への関わり方とその効果

を多角的に考えているた

め、「十分満足できる」（A）

と判断した。 

〔発言の内容やノートの記述内容から〕（第１/8 時） 

火災の時は、だれが、どこで、どのような働きをしてい

るかという視点で、教科書や見学を通して調べて解決した

よ。事故や事件も、地域の安全を守るための働きを同じ視

点で見ていけばよいと思う。きっと警察や地域の人など

様々な人の働きがあると思う。また、教科書や見学を通し

て問いを解決していきたい。 

 

「火事の時は」「同じ視点で」などの記述

から、前単元の学習状況を振り返っている。

さらに調べるべきことを考え、予想や計画

を立てていることから、「おおむね満足でき

る」状況（B）と判断した。 


